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番号 重点目標 具   体   的  方   策 評 価 指 標 達成状況 達成度

①疑問を持つ予習と、定着させる復習を学習習慣にして、自ら学ぶ力と確かな学力を身に付
けさせる。

４段階自己評価の
平均３．０以上 2.6 C

②積極的に授業改善を図り、アウトプットや振返りを充実させることで、探究型学習と探究活
動の教育の質を高める。

〃 3.2 B

③ICTを活用しながら、個別最適な学びや協働的な学びを実施することで、生徒の資質・能
力を伸長させる。

〃 3.2 B

④教員による観点別学習評価や高大接続改革に関する研鑽により、生徒自身のメタ認知を
支援し、進路実現に資するような学びに向かう力と人間性を育成する。

〃 3.0 B

①　「清楚　誠実　進取」の実現と「時間を守る、整理整頓、元気な挨拶」の習慣化により、社
会的資質・能力を育成する。

〃 3.2 B

②外部の教育資源を活用しながら新しい価値観や考え方に出会える機会を創出し、高い志
を育成する。

〃 3.4 B

③自己や他者との対話を通して深く考えるような、生徒のキャリア形成に資する教育プログラ
ムを充実させる。

〃 3.0 B

④生徒自身が自己の伸びや成長を実感しながら、志す進路実現ができるよう、進路指導力の
向上を図る。

〃 3.2 B

①全ての場面において「自分と他の人の大切さを認める」という人権尊重の精神を貫いた教
育を行う。

〃 3.6 A

②学校づくりへの参画意識を醸成しながら学校行事や部活動を展開することで、学校生活を
豊かで充実したものにする。

〃 3.6 A

③校外活動や地域貢献活動への積極的参加を推奨し、多様な人々との関わりの中で育つ環
境を提供する。

〃 3.3 B

④キャンパス制の連携事業や統合校との交流を充実させることで、次年度への移行の円滑化
を目指す。

〃 3.4 B

①大学や地域等外部の教育資源をさらに活用した「新たな知や感性との出会い推進プロジェ
クト」を推進し、生徒の学びに向かうモチベーションを高める。

〃 3.4 B

②生徒や保護者、中学生や地域の方々に「伝わり、届く」情報発信を推進する。 〃 3.2 B

③安全と安心をベースに、生徒の学びと教師の働きを支える学校施設設備の整備・管理を推
進する。

〃 3.0 B

④業務の効率化を高めて時間外勤務時間を削減することで、教職員の「働き方改革」を一層
進める。

〃 2.9 C

令和７年度　　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）　　 県立新庄南高等学校

目 指 す 生 徒 像 清らかで、清潔感にあふれ、真心をもって人や物事に対し、自ら進んで新しい物事に取り組む生徒

　重　点　目　標

　１　習得と探究のバランスがとれ、有機的に関わらせる学習指導を推進する
達
成
度

達成できた  Ａ：十分評価できる　　　　    【Ａ＝３．５以上】

　２　生徒が自ら志を高め、志望実現のために努力できるキャリア形成環境をつくる ほぼ達成できた  Ｂ：まずまず評価できる　　　　【Ｂ＝３．０以上】

　３　自分のよさや可能性の伸長を生徒自らが図ることができる環境をつくる あまり達成できなかった  Ｃ：一部見直しが必要である　　【Ｃ＝２．５以上】

次年度（新庄志誠館）への課題・改善策 評 価 意 見 ・ 要 望 等

1

習得と探究の
バランスがとれ
た授業をデザイ
ンし、学力が伸
びる学習環境を
つくる。

・評価を指導に生かす。
・スタディーサポートとスタディサプリの有
効活用。

B

・学習面に課題がある。授業の工夫をしながら学習意欲
の喚起を望む。

・生徒の学習意欲をかき立てるものとの出会いがあると
良い。例えば、目標にしたい大学・企業・先輩などや、
探究したくなるものとの出会い。

・自ら学ぶ力を身に付けさせるには、多様な機会やきっ
かけを提供する必要がある。意思決定を含め生徒の主体
的な学びへのきっかけを支援する取り組みが必要であ
る。

・研究授業・事後研修の充実。

・ICT活用方法の研究と職員会議等での情報
共有の充実。

・振り返りの有効活用。
・全校集会や講話等を通じて生徒の意識を変
えていくよう努める。

　４　魅力ある開かれた学校づくりを推進する 達成できなかった  Ｄ：根本的な見直しが必要である【Ｄ＝２．５未満】

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

・人権尊重の意識が高く素晴らしい。日頃から、互いの
よさを認め合い、仲間への思いやりの気持ちを持ってか
かわり合っていることが想像される。

・地域の企業や大人たちとの交流が生徒の成長に繋がっ
ていることを嬉しく思う。

・職員のご努力によって、良い環境整備が整っているこ
とを大きく評価したい。

・生徒の参画意識が高く充実感の高い学校行
事を実施できているため今後も充実させられ
るよう継続する。

・外部ボランティア団体や地域の活動に参加
する生徒も多いため今後も推奨していきた
い。

・学校単位のみならず年次単位の交流を継続
していく。

・生徒が少ないながら各自の進路が達成されている。

・生徒アンケートによると９０％以上の生徒が卒業後の
進路について考えを深めたと回答している。一人一人の
思いを大切にして、先生方が個別に指導や助言をしてく
ださった成果だと考えられる。

・外部の教育資源を活用した教育は新高校でも継続して
ほしい。キャリア形成については、外部の専門家の導入
も将来的に考えていけるといいと思う。

2

高校卒業後の
志を育て、志望
実現のために
努力できるキャ
リア形成環境を
つくる。

・日頃からの生徒への声をかけ等を通して資
質・能力の向上を図っていく。

B

・ジモト大学をはじめ、引き続き講話・講演
会の機会を設ける。

・進路計画に対するこまめな振り返りと改
善。

・多様な進路に対応するための研修の機会の
創出。

3

人と人との関わ
りから自分を成
長させることが
できる多様な交
流環境をつく
る。

・いじめアンケートのみならず普段担任から
の声がけや職員全体の声がけによりいじめを
未然に防ぐ。

A

学校関係者評価を
踏まえた改善点等

●新庄志誠館高校へのスムーズな移行と更なる発展を期待。　　●閉校の年ということで職員・生徒ともに全力投球の一年だったと思います。お疲れさまでした。閉校式典にも参加させていただきましたが、心温まる式典でした。
●新庄南高校の最終年度、生徒たちは、「やり切った」という思いで学び舎を後にすることと思います。卒業生には、高校での生活に誇りをもって新たな世界に進んでほしいと思います。１、２年生には、高校での学びや経験に自信をもっ
て、新しい高校生活をスタートさせてほしいと願っています。そして、新高校での新たな歴史を創っていってほしいと期待しています。
●外部から見て、良い生徒が多いという印象を持っています。特に笑顔がいいですね。校長先生の指揮のもと、先生方の連携が円滑に図られているからこその成果であると思っています。日々のご努力に改めて敬意を表します。地域の
次代を担う生徒が卒業後、一旦地元を離れても、また再びこの地域に戻ってきてくれることを切に願っています。

4

新南高としての
最後の年を、生
徒にとって最高
の１年間にする
学校マネジメン
トを推進する。

・総合的な探究の時間の有機的な運営。
・地域における教育資源の有効活用。

B

・新庄南高最後の一年は苦労が多かっただろうが、職員
の努力は素晴らしかった。生徒も立派だった。

・新聞等に、すばらしい取組がいくつも掲載され、市民
に広く知っていただくことができた。生徒の最後にかけ
る思いがストレートに伝わってきた。職員の思いも同じ
ように伝わって来た。

・職員の「働き方改革」について改善を望む。県立高校
全体の課題として横断的に検討、実践していく必要があ
ると思われる。

・「さくら連絡網」の活用。
・ＨＰやＳＮＳ等での発信回数を増やす。

・冷暖房環境の充実。安全点検を踏まえた迅
速な施設整備。

・統合に係る業務増大に対応するため、一層
の効率化と業務精選を行っていく。


